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推
進
会
議
が
作
成
を
リ
ー
ド

兵
庫
県
神
戸
市
で
は
、
モ

デ
ル
地
区
に
設
定
し
た
２
地

区
の
地
域
計
画
の
策
定
を
、

２
０
２
２
年
度
か
ら
先
行
し

て
進
め
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
１
地
区
で
あ

る
上か

み

大お
お

沢ぞ
う

集
落
で
は
、
農
業

委
員
会
の
前
中
悠
一
会
長

（
76
）
が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

を
巻
き
込
み
、
話
し
合
い
や

目
標
地
図
の
素
案
作
成
を
先

導
し
て
き
た
。

ま
ず
設
置
し
た
の
は
、
地

域
計
画
作
成
推
進
会
議
だ
。

メ
ン
バ
ー
は
、
地
区
の
中
心

人
物
で
あ
る
自
治
会
長
や
農

会
長
、
上
大
沢
営
農
部
会
と

里
づ
く
り
協
議
会
農
業
振
興

チ
ー
ム
の
正
副
会
長
の
８
人

を
前
中
会
長
が
指
名
。
会
長

も
含
め
た
合
計
９
人
で
意
向

把
握
調
査
か
ら
取
り
組
ん

だ
。意

向
把
握
調
査
は
、
推
進

会
議
の
９
人
全
員
で
分
担
し

農
地
所
有
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
配
布
、
回
収
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、
配
布
対
象
者
の
農

地
を
筆
ご
と
に
一
覧
に
し
た

リ
ス
ト
を
添
付
し
、
筆
ご
と

の
意
向
を
確
認
で
き
る
よ
う

工
夫
し
た
。

話
し
合
い
重
ね
修
正

推
進
会
議
で
確
認
し
た
意

向
を
も
と
に
、
市
が
意
向

別
、
年
齢
別
、
耕
作
者
の
有

無
で
色
分
け
し
た
３
種
類
の

地
図
を
作
成
し
、
22
年
11
月

か
ら
話
し
合
い
を
始
め
た
。

話
し
合
い
は
、
23
年
９
月
ま

で
の
期
間
中
12
回
に
及
び
、

地
図
の
色
塗
り
は
市
と
調
整

し
な
が
ら
５
度
の
修
正
を
重

ね
た
。
こ
の
修
正
の
や
り
取

り
に
最
も
苦
労
し
た

と
い
う
。

最
終
的
に
、
目
標

地
図
の
素
案
は
７
色

に
色
分
け
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
オ
レ
ン

ジ
色
は
上
大
沢
営
農

部
会
が
、
黄
色
・
緑

色
・
水
色
・
紫
色
は

そ
れ
ぞ
れ
担
い
手
が

耕
作
す
る
農
地
で
、

灰
色
部
分
は
現
在
の
耕
作
者

が
継
続
し
て
耕
作
可
能
な
農

地
だ
。

耕
作
可
能
な
者
が
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
農
地
は
黒
色
と

し
、
新
規
就
農
者
や
有
機
農

業
希
望
者
な
ど
に
紹
介
す
る

農
地
と
し
て
位
置
付
け
た
。

地
域
計
画
策
定
の
取
り
組

み
を
進
め
る
過
程
で
、
現
在

営
農
組
合
に
耕
作
し
て
も
ら

っ
て
い
る
も
の
の
、
定
年
後

は
自
分
で
耕
作
し
た
い
と
い

う
潜
在
的
な
担
い
手
が
３
～

４
人
見
つ
か
る
と
い
う
収
穫

が
あ
っ
た
。
「
推
進
会
議
の

メ
ン
バ
ー
が
協
力
的
だ
っ
た

の
も
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
前
中
会
長
。
話
し
合

い
の
場
へ
の
出
席
率
も
高

く
、
自
発
的
に
意
見
を
述
べ

て
く
れ
た
と
い
う
。

策
定
後
も
体
制
は
維
持

地
域
計
画
は
、
策
定
後
も

見
直
し
の
機
会
が
あ
る
た

め
、
上
大
沢
地
区
の
推
進
会

議
の
体
制
は
今
後
も
維
持
し

て
い
く
つ
も
り
だ
。

兵
庫･

神
戸
市
農
業
委
員
会

市との調整過程の地図を手にす

る前中会長。何カ所も付箋が貼

られ苦労の跡が見える


